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得
制
限
撤
廃
は
必
要
な
支
援
で
あ
る
。

　

市
長　

平
成　

年
度
中
に
対
応

１７

し
た
い
と
考
え
る
。

　

�
高
齢
社
会
に
今
何
が
求
め
ら

れ
て
い
る
か
、
要
介
護
の
比
率
を

減
ら
し
健
康
寿
命
を
延
ば
す
事
で

あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
具
体
的

な
取
組
と
し
て
、
一
に
体
力
検
査

の
実
施
、
二
に
全
市
的
に
健
康
増

進
の
た
め
に
筋
肉
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

や
ス
テ
ッ
プ
運
動
な
ど
が
気
軽
に

身
近
な
場
所
で
で
き
る
環
境
整
備

が
必
要
で
あ
る
。
三
に
健
康
維
持

の
た
め
に
運
動
パ
ン
フ
の
作
成
を
。

　

福
祉
保
健
部
長　

早
急
に
実
施
。

る
可
能
な
限
り
の
支
援
と
し
て
乳

幼
児
医
療
費
無
料
化
（
所
得
制
限

撤
廃
）
を
３
歳
児
未
満
ま
で
拡
大

を
し
て
は
ど
う
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

本
市
で
も
確

実
に
少
子
化
は
進
ん
で
い
る
。
平

成　

年　

月
か
ら
１
歳
未
満
時
の

１３

１０

無
料
化
を
実
施
し
て
い
る
が
、
子

育
て
環
境
が
厳
し
い
と
認
識
し
て

い
る
。
ご
指
摘
の
３
歳
未
満
の
所

鈴
木
洋
子
（
公
明
党
）

　

�
少
子
高
齢
社
会
の
行
政
の
対

応
は
、
今
日
本
で
一
番
大
き
な
課

題
で
あ
る
。
少
子
化
現
象
は
止
ま

ら
ず
、
出
生
率
が
今
年
は
１
・
２

９
、
東
京
は
１
・
０
を
下
回
っ
た
。

ど
う
歯
ど
め
を
か
け
る
努
力
を
す

る
の
か
、
一
つ
は
仕
事
と
生
活
の

両
立
支
援
が
あ
り
、
二
つ
は
経
済

的
支
援
が
あ
る
。
自
治
体
で
で
き

野
見
山
修
吉
（
市
民
の
党
）

　

�
介
護
保
険
見
直
し
の
答
申
に

つ
い
て
、
�
介
護
予
防
重
視
の
一

方
で
必
要
な
介
護
が
減
ら
さ
れ
な

い
か
。
�
介
護
予
防
事
業
の
影
響

は
。
�
福
祉
現
場
の
声
を
聞
い
て

ほ
し
い
。
�
国
へ
慎
重
に
す
べ
き

と
意
見
を
出
す
べ
き
だ
。
�
介
護

ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
は
、
ど
う
対
応

す
る
の
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
介
護
予
防

で
も
、
本
当
に
必
要
な
ヘ
ル
パ
ー

は
残
る
。�
市
町
村
の
影
響
は
、厚

労
省
の
方
針
が
確
定
し
な
い
と
不

明
。
�
事
業
者
連
絡
会
な
ど
で
聞

く
。
�
国
へ
必
要
な
意
見
を
出
す
。

　

介
護
福
祉
課
長　

�
介
護
予
防

プ
ラ
ン
で
は
、
市
町
村
の
責
任
で

ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
、
覚
悟
が
必
要
。

　

�
�　

年
度
か
ら
の
入
札
制
度

１５

改
革
の
実
績
は
。
�
施
設
サ
ー
ビ

ス
公
社
の
業
務
委
託
は
落
札
率
が

ほ
ぼ　

％
。
５
年
以
上
同
一
者
が

１００

や
っ
て
い
る
が
、
予
定
価
格
の
事

前
公
表
な
ど
の
工
夫
を
。
�
障
害

者
雇
用
拡
大
の
た
め
に
、
入
札
に

お
け
る
加
点
や
随
意
契
約
拡
大
の

総
務
省
新
見
解
の
活
用
を
。

　

管
財
課
長　

�
４
件
の
制
限
つ

き
一
般
競
争
入
札
は
、
平
均
落
札

率
が　

・
２
％
に
な
っ
た
。

８２

　

環
境
部
長　

�
検
討
す
る
。

　

総
務
部
長　

�
国
か
ら
通
知
が

来
た
段
階
で
十
分
に
考
慮
し
た
い
。

高
齢
者
、
障
害
者
が
安
心
し
て
住

め
る
よ
う
、
権
利
擁
護
事
業
の
早

期
検
討
に
着
手
し
た
い
。

　

�
街
路
灯
や
ア
ー
ケ
ー
ド
、
カ

ラ
ー
舗
装
化
な
ど
イ
ン
フ
ラ
投
資

に
よ
る
集
客
の
恩
恵
に
浴
し
な
が

ら
共
同
イ
ベ
ン
ト
の
事
業
費
負
担

や
商
店
会
、
商
工
会
加
入
に
消
極

的
傾
向
が
あ
る
と
し
て
世
田
谷
区
、

港
区
な
ど
で
地
域
・
商
店
街
活
性

化
の
た
め
、
チ
ェ
ー
ン
店
等
に
協

力
を
求
め
る
努
力
義
務
を
規
定
す

る
条
例
改
正
・
制
定
を
進
め
て
い

る
。
本
市
も
取
り
組
ま
な
い
か
。

　

市
長　

条
例
制
定
な
ど
考
え
る
。

原
則
と
す
る
。
�
Ｉ
Ｔ
講
座
実
施

後
、
大
学
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連

携
し
公
民
館
等
で
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
行
う
。
�
社
会
教
育
分
野

や
市
長
部
局
で
の
講
座
イ
ベ
ン
ト

情
報
か
ら
図
書
館
の
検
索
、
公
民

館
等
の
利
用
状
況
等
の
情
報
提
供

を
考
え
て
い
る
。

　

防
災
交
通
課
長　

�
交
通
安
全

講
習
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
今

後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、
啓
発

事
業
の
推
進
を
図
り
た
い
。

■
そ
の
他
に
、「
ご
み
減
量
対
策

に
つ
い
て
」
を
質
問
し
ま
し
た
。

高
齢
者
福
祉
の
危
機
の

時
代
に

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を

３
歳
未
満
ま
で
の
拡
大
に

権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を

小
金
井
市
社
協
事
業
に

生
涯
学
習
推
進
計
画
に

つ
い
て小

尾
武
人
（
公
明
党
）

　

�
措
置
か
ら
契
約
へ
の
大
転
換

の
中
で
、
痴
呆
性
の
高
齢
者
、
知

的
障
害
や
精
神
障
害
の
あ
る
方
な

ど
の
権
利
擁
護
が
重
大
な
課
題
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
援
助
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
等
、
利
用
者
の
立
場

を
支
援
す
る
総
合
的
、
一
体
的
な

体
制
整
備
が
必
要
で
あ
る
。
小
金

井
市
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議
会

に
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
総
合
支
援
事

業
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
事
業
の

具
体
化
を
段
階
的
、
計
画
的
に
依

頼
す
る
時
期
な
の
で
は
な
い
か
。

　

福
祉
保
健
部
長　

府
中
市
社
協

か
ら
、
小
金
井
市
民
の
相
談
に
の

る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
小
金
井
市
社
協
の
独
自

事
業
立
ち
上
げ
の
要
請
も
あ
る
。

五
十
嵐
京
子
（
改
革
連
合
）

　

�
地
域
に
根
ざ
し
た
生
涯
学
習

の
発
展
を
目
指
し
、
平
成　

年
度

１６

か
ら　

年
度
ま
で
の
「
小
金
井
市

２０

生
涯
学
習
推
進
計
画
」
が
配
布
さ

れ
た
。
�
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

�
平
成　

年
の
提
言
に
あ
る
受
益

１０

者
負
担
の
方
針
は
ど
う
生
か
さ
れ

た
か
。
�
Ｉ
Ｔ
講
座
受
講
者
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
は
。
�
交
通
安
全
啓
発

で
自
転
車
の
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
。

�（
仮
称
）市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に

予
定
さ
れ
て
い
る
市
民
情
報
セ
ン

タ
ー
で
の
生
涯
学
習
情
報
提
供
は
。

　

教
育
部
次
長　

�
庁
内
の
関
係

　

課
職
員
の
認
識
を
深
め
、
推
進

２５基
盤
の
構
築
を
図
り
、
市
民
と
の

連
携
へ
と
繋
げ
た
い
。
�
最
低
限

の
必
要
な
知
識
習
得
は
無
料
、
よ

り
高
度
な
要
求
に
は
費
用
負
担
を

月
に
都
や
他
の
市
町
村
と
共
同
で

電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
が
、
１
月
に

は
電
子
申
請
が
始
ま
る
。
市
民
に

有
益
で
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
る

か
。
�
Ｉ
Ｔ
予
算
に
占
め
る
維
持

管
理
費
が
高
く
、
そ
の
削
減
が
課

題
だ
。
対
策
を
問
う
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
課
長　

�

導
入
当
初
は
申
請
の
み
の
サ
ー
ビ

ス
で
、
証
明
書
受
領
や
手
数
料
支

払
い
の
電
子
化
の
実
現
で
利
便
性

は
格
段
に
向
上
す
る
。
�
大
型
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
経
費
の
か
か
ら

な
い
方
式
に
す
る
と
か
、
シ
ス
テ

ム
の
統
合
で
経
費
を
削
減
し
た
い
。

８
０
２
０
運
動
の
推
進
と

歯
科
健
診
の
充
実
を

和
田
茂
雄
（
公
明
党
）

　

�
�
８
０
２
０
運
動
に
つ
い
て

�
医
療
費
と
歯
の
残
数
と
の
関
係

を
兵
庫
県
が
調
査
し
た
。　

歳
以

７０

上
で　

本
以
上
あ
る
方
は
、
医
科

２０

診
療
費
が　

％
以
上
も
低
く
、
入

１７

院
日
数
も
少
な
か
っ
た
。
口
腔
ケ

ア
が
大
事
で
、
本
市
の
歯
科
健
診

の
充
実
を
図
る
べ
き
だ
。

　

福
祉
保
健
部
長　

�
歯
は
肌
と

違
っ
て　

歳
が
曲
が
り
角
。
市
で

３５

は　

歳
か
ら　

歳
を
対
象
に
成
人

３５

７０

歯
科
と
歯
周
疾
患
健
診
を
実
施
中
。

医
師
会
と
協
議
し
８
０
２
０
運
動

を
推
進
し
た
い
。
�
歯
周
病
も
糖

尿
病
、
高
血
圧
等
の
生
活
習
慣
病

と
同
様
な
の
で
、
受
診
率
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

�
�
「
電
子
自
治
体
・
こ
が
ね

い
」
の
構
築
に
つ
い
て
問
う
。　
１２

子ども家庭支援センター

８
０
２
０
推
進
財
団

広
報
誌
か
ら

井
上
忠
男
（
日
本
共
産
党
）

　

武
蔵
小
金
井
駅
南
口
の
再
開
発

を
含
む
７
事
業
の
総
事
業
費
は　
６０８

億
円
で
起
債
・
借
金
は　

億
円
。

２２７

�
個
人
市
民
税
は
平
成
９
年
度　
１０９

億
円
か
ら
平
成　

年
度　

億
円
に

１５

８９

減
っ
て
い
る
。
�
地
方
交
付
税
は

平
成　

年
度　

億
７
千　

万
円
か

１１

１７

９００

ら
平
成　

年
度
１
億
２
千
万
円
に

１５

減
っ
て
い
る
。
�
赤
字
債
の
現
在

高
は　

億
５
千
万
円
に
な
り
、
借

１２４

金
は
困
難
で
は
な
い
か
。
�　

年
１０

後
に
団
塊
の
世
代
が
年
金
生
活
に
、

　

歳
〜　

歳
の
不
安
定
雇
用
者
の

２０

２９

納
税
者
が
増
加
し
税
収
が
落
ち
込

む
。
�
市
職
員
は
今
後　

年
間
に

１０

　

人
が
定
年
に
な
り　

億
円
の
退

４０５

１１１

職
金
が
必
要
に
な
る
が
積
立
金
は

１
億
円
し
か
な
い
、
市
財
政
は
大

変
、
財
政
見
通
し
を
示
す
べ
き
だ
。

　

市
民
部
次
長　

�
市
民
税
は　
２０

億
円
減
っ
て
い
る
。
�
老
年
者
控

除
の
廃
止
、
公
的
年
金
控
除
の
縮

減
な
ど
で
年
金
生
活
に
な
っ
て
も

働
い
て
い
た
と
き
と
同
額
を
支
払

う
こ
と
に
な
る
。

　

企
画
財
政
部
長　

�
地
方
交
付

税
は
臨
時
財
政
対
策
債
に
振
り
替

え
ら
れ
た
。
�
今
後
も
起
債
は
発

行
で
き
る
。

　

総
務
部
長　

�
人
件
費
と
退
職

金
の
減
額
な
ど
で
支
払
え
る
。

■
そ
の
他
、
年
金
額
の
引
下
げ
の

影
響
、
高
齢
者
住
宅
増
設
な
ど
を

質
問
・
提
案
し
ま
し
た
。

現在の武蔵小金井駅南口広場

大
型
開
発
を
強
行
す
れ
ば
、

市
財
政
は
パ
ン
ク
す
る


